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平成 19 年５月 16 日 

各  位 

会 社 名  日本空港ビルデング株式会社 

代 表 者 名  取締役社長 鷹 城   勲 

（コード番号 ９７０６ 東証第１部） 

問 合 せ 先  専務取締役 石 黒 正 吉 

（TEL．  ０３－５７５７－８０２５） 

 

 

中期経営計画（2007年度～2009年度）の策定について 

 

 

Ⅰ．はじめに 

当社グループは、このたび２００７年度から２００９年度までの３年間を対象とした、中期経営

計画を策定いたしました。当社グループは、本計画期間において、国家的プロジェクトである   

２０１０年度に向けた東京国際空港(羽田)再拡張事業の推進による首都圏の航空輸送拡大・発展に

備えて、万全の体制を整えてまいります。 

Ⅱ．経営の基本方針 

当社グループは、公共性の高い東京国際空港(羽田)旅客ターミナルビルの管理運営を担う   

純民間企業として、公共性と企業性の調和を経営の基本理念としております。この基本理念の下、

今後とも、旅客ターミナルビルにおける絶対安全の確立、お客様本位の旅客ターミナルビル運営、

安定的かつ効率的な旅客ターミナルビル運営、並びに企業体質の強化及びグループ企業の総合力 

向上に努め、空港利用者をはじめ関係者への適切な還元を心がけることを経営の基本方針といたし

ます。 

Ⅲ．経営戦略 

１．基本方針 

当社グループは、次のことを経営戦略の基本といたします。 

（１） 東京国際空港(羽田)国内線第２旅客ターミナルビルⅢ次計画の推進 

（２） ２０１０年度の羽田空港の再拡張・国際化への対応 

（３） グループ経営基盤の強化 

 ２．具体的施策 

当社グループは、以下のとおり具体的施策を実施します。 

  ① 施設管理運営業 

 ■ 安全対策の強化 

・安全で快適な旅客ターミナルビルの運営を図るため、防災・保安要員による巡回警備の強化

等により、事故防止等に努めます。 

・航空保安対策の強化を図るため、保安・制限区域への職員通用口における出入場管理等の  

安全対策に努めます。 
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 ■ 収益拡大策・コスト削減策 

・東京国際空港(羽田)第２旅客ターミナルビルⅡ次計画供用開始に伴う施設規模の拡大等に 

より、一層の収益向上に努めます。 

・運営諸費用の増加等の対策として、第１及び第２旅客ターミナルビルの一体的運用による  

更なる効率化を推進します。 

・東京国際空港(羽田)第１旅客ターミナルビル空室について、家賃体系見直しや再整備等を  

視野に入れつつ、更なるテナント誘致を積極的に実施します。 

・東京国際空港(羽田)Ｐ４簡易立体駐車場新築工事及び現国際線ターミナルビル上海(虹橋)便

新規就航対応増改修工事を実施し、サービス向上と収益拡大を図ります。 

・更に、東京国際空港(羽田)第２旅客ターミナルビルⅢ次計画及びＰ４本格立体駐車場計画の

推進を図ります。 

② 物品販売業 

 ■ 収益拡大策 

・東京国際空港(羽田)国内線旅客ターミナルビル商業エリア「マーケットプレイス」等    

において、お客様のニーズに合わせた店舗の再配置・改修を積極的に実施し、販売力・    

サービス力の強化に努めます。 

・東京国際空港(羽田)第１及び第２旅客ターミナルビル店舗を一体的に管理し、効率的運営を 

推進します。 

・東京国際空港(羽田)現国際線ターミナルビルにおいては、再拡張事業完成までの間、利用客

の増大に対応するとともに、購買ニーズを的確に捉え、収益拡大に努めます。 

・成田国際空港においては、成田国際空港株式会社の商業施設展開による同業他社との競争  

激化や不安定な国際情勢の変化による影響に対応し、有名ブランドとの信頼関係に基づく  

商品力により強固な営業基盤を築きます。 

・成田国際空港株式会社の子会社及び中部国際空港株式会社に対する商品卸売業務の更なる 

拡充を図ります。 

・関西国際空港株式会社に対する店舗運営受託業務と商品卸売業務の更なる拡充を図ります。 

・東京国際空港(羽田)及び成田国際空港における店舗運営業務を、より一層専門的かつ効率的

に実施することにより、組織及び人員の効率的配置と人件費の抑制を図ります。 

■ 顧客価値の創造、顧客満足の追求 

・「顧客満足度調査」、「ＣＳモニタリング調査」、「投書箱」等により多様化するお客様の声、  

ニーズを積極的に収集し、サービスや施設の改善に反映させ、店舗リニューアル、商品開発

の推進を図ります。 

 ③ 飲食業 

 ■ 収益拡大策 

・フランチャイズにより誘致設置した有名飲食店舗の更なる売上増進を図ります。 

・東京国際空港(羽田)第１及び第２旅客ターミナルビル飲食店舗を一体的に管理し、効率的  

運営を推進します。 

・ 航空会社の増便対応や新規顧客の獲得等により、機内食事業の拡大を図ります。 

■ 顧客価値の創造、顧客満足の追求 

・「顧客満足度調査」、「ＣＳモニタリング調査」、「投書箱」等により多様化するお客様の声、  

ニーズを積極的に収集し、店舗運営形態の改革、メニュー開発の推進を図ります。 
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④ 全社共通 

■ 人材育成、労働意欲創出 

・グループ全体の生産性向上を図り、組織の活性化を推進する人事・賃金制度を構築し、社員

個人のモチベーションの高揚に努めます。 

 

   ■ コンプライアンスの徹底 

・企業としての社会的責任を強く認識し、当社グループにおける法規範、倫理規範、社内規範

の遵守を徹底し、社会から信頼されるグループ作りを図ります。 

・組織及び人員の効率的配置による人件費の抑制と諸経費の削減に努めるとともに、厳しい  

経営環境に耐え得る企業体力の形成と経営基盤の強化を図ります。 

・公共性を重視し、かつ、独占的な経営に陥らないよう、社外役員による経営に関する監督   

及び助言の更なる強化に努めます。 

Ⅳ．目標とする経営指標 

   当社グループは、上記の戦略及び施策を実施し、本計画の最終年度（2009年度）におきまして、

ＲＯＥ（自己資本当期純利益率）４％ 及び ＲＯＡ（総資産経常利益率）５％ を目指します。 

Ⅴ．収支計画及び設備投資計画等 

   収支計画及び設備投資計画等の目標及び予想は、次のとおりです。 

 １．収支計画 
                                  （単位：億円）  

 2006年度 

（実 績） 

2007年度 

（目 標） 
2008年度 

（目 標） 
2009年度 

（目 標） 

営 業 収 益 １,３２５ １,３６８ １,４００ １,３７５ 

施設管理運営業 ３６６ ３７３ ３７９ ３８１ 

物 品 販 売 業 ８０３ ８３８ ８６０ ８３０  

飲  食  業 １５５ １５７ １６１ １６４ 

営 業 利 益 ７０ ７６ ８８ １０２ 

経 常 利 益 ６７ ７２ ８６ １００ 

２．設備投資計画及び減価償却費 

                                  （単位：億円）  

 2006年度 

（実 績） 

2007年度 

（予 想） 
2008年度 

（予 想） 
2009年度 

（予 想） 

設備投資額  １２９  １０３  １１０ １６０ 

主な内容 

東京国際空港(羽

田)第２旅客ター

ミナルビルⅡ次

工事 

東京国際空港(羽

田)国際線ターミ

ナルビル増改修

工事 

東京国際空港(羽

田)Ｐ４簡易立体

駐車場新築工事 

東京国際空港(羽

田)第２旅客ター

ミナルビルⅢ次

計画 

 

東京国際空港(羽

田)第２旅客ター

ミナルビルⅢ次 

計画 

東京国際空港(羽

田)Ｐ４本格立体

駐車場計画 

減価償却費   １４５   １４９  １３７  １１７ 

 

                                      以 上 


